






ことにある。今回の研慢では U日Bイノタ フェ スの基礎技術を倍得し、汎用人山)Jユニットの
製作を試みた。なお、 CPUはP1C1GF877を、 USBコントローラは USHN9Gll1を使用したc
2.US日通信のアーキテクチャ
こむ物理レベルの通信










されてデータを送受することになる c 必要に応じて複数のパイプを設定できる c
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4 ホスト官'Iのデパイスドラ イパ(汎用 US日ドライパ)
USBをパソコン側から使うには、デバイスを認識し、制御するためのデノ、イスドライパが必要に
ti.る。 ここでは、柏野政弘氏作の 「汎用 USB ドライノ'Jを使用する。 ドライハは3つのモジュー
ルで構成されているo
く) UUSBDBYS ドライパ本体で、実際の USB通信を行う。
② UUSBDJNF デバイスをセットア ップする暗に必要となる情鮒77イル。ベンダ ID、プロダ
クト ID等を追加記述する。 ベノダID=09B9、プロダク ト!日=刷HOの記述例の 部を語、す。
例 %USB￥VIO_09日9&1)ID0040.DeviceDesc%=UUSsD.Dp.杭 USB￥VID_U9sS&PlDs040
例 USB'IVIO_09B9&PID_0010.Dev ò凹De!:>c="U ni ve r~}l 1 USB Driver (Mou開)"




ムで、 コンフィギュ レーンョンを実行した後は、各デバイスのパイプを通じてホストと通信し、 iミ
ストからの指示に従った動作をする。 この共通部分をまとめた後関哲也氏作の 「基本デハイスプロ





* 口EVICEDESCRJPl'ER (基本デバイスプロゲラムでのデパイスディスヲリプタの一部).* 
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vf'ndor J 0 = Ox09B9 
product. lD = Qx0040 























USBイノターフェース由簡単な応用として、PJCIGF877にUSBコント ロ ラー として USBN9604
を接続し、アナログ情号を l段増幅した後 10ピットの AI円コノパータに取り込む、入出力ユニッ
トを製作 した。 4チャネルの AIDデータは LCDの液品表示器に表小されると共に USB通情でパ
ソコンに送られ、 パソコノ慣uで必要な計算、 グラフ化の後、再びデバイス側に送られ LCDに結果
が表示される c 回路1害弔文献(1)によったa プログラム等は省略する e
7 成果とまとめ






今固め研修の成果は、平成 18年に富山大学 1，宇都で行われた 「東海・北陸地区凶立大学法人等







2)平成 18年度 東海・北陸地区国立大学法人等技術職員合同研修(電気 ・電子コース)
実習の手引き rUSBデバイスの製作実習」 富山大学工学部 柴田幹、丸山待、上田和彦、他
3)電子工作の実験室IUSB通信の使い方 後関哲也 http://www.picfun.com/usbframe.ht皿l
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